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福山市立駅家西小学校給食室 

 ５年生は家庭科の学習で、日本の伝統的な日常食であるごはんとみそ汁について学んでいます。 

ごはんの学習では、お米からどのようにしてごはんが炊けるのかを知るために炊飯器ではなく、鍋をつか

ったごはんの炊き方を学びました。調理実習では地域の方にご協力をいただいて育てたお米を使い新米のお

にぎりを作りました。 

みそ汁の学習ではだしの役割や実の切り方、加熱方法などおいしくみそ汁を作るためのポイントを学んで

います。ご家庭でもぜひ、お子様と一緒にごはんの炊飯やみそ汁づくりにチャレンジしてみてください。 

お湯にみそを溶いたものといりこだし・かつおこんぶだ

しで溶いたものを飲み比べて味の違いを確かめました。 

ふっくらおいしいごはんが炊けました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食では、年間計画に基づき、行事食や郷土料理、福山市の新善友好都市の料理など 

様々な献立を取り入れています。１１月に登場する注目献立をご紹介します。 

１１月２６日（火） 

・ごはん ・ししゃものからあげ ・こんぶあえ ・どさんこ汁   

～郷土料理（北海道）～ 

北海道は、農業や漁業が盛んな地域です。 

ししゃもは、１０月から１１月に旬を迎える魚で、北海道の釧路でよく水揚げされます。昆布も生産量全

国第１位です。どさんこ汁の「どさんこ」には、北海道で生まれたものという意味があります。北海道で

よく作られているじゃがいもやとうもろこし、バターを入れたみそ汁です。 

北海道に行った気分でおいしく食べてもらいたいです。 

１１月２７日（水） 

・うずみ ・にじゃあ ・みかん   

～郷土料理（福山市）～ 

「うずみ」は江戸時代、福山では、ぜいたく品が禁止されたため、人々はぜいたく品とされた鶏肉やえび

などの具を隠して食べました。このように、具をごはんで「「うずめて食べた」ので、「うずみ」という名前

がつけられたといわれています。 

「煮じゃあ」は、季節の食べ物を使った煮物で、いりこがまるごと入っています。 

郷土料理は、地域の味として昔から食べ続けられてきた料理です。福山の郷土料理を食べて、未来に伝え

ていきたいと思います。 

 １１月６日（水）の給食に登場しました！新メニューでしたが子どもたちに大好評でした。 


